
飛鳥晴山苑では、毎年、第三者機関による評価を受けている。当苑が行っているケアに対して
「ご利用者の評価」「ご家族の評価」「職員の評価」をそれぞれアンケート等で細かく集計し、専
門の機関が整理し、東京都に提出したうえで、公表されるものだが、最新の29年度にも、それぞ
れの立場からのさまざまな生の声が集計されている。ご利用者からは、「いい職員がたくさんいて、
楽しい」と言うお言葉の横には「職員が少なく、（希望が）かなうのに時間がかかる」」と言うご意
見が寄せられており、ご家族からは「職員はよく勉強している」というお褒めの横に「状況に応じ
た対応をしてほしい」と言う厳しいご指摘。総合満足度では「満足プラスどちらともいえない」の
合計が、ご利用者からは69％、ご家族からは92％いただいている。一方「不満」についてはご利
用者が23％、ご家族は4％という評価。ご本人とご家族の間に横たわ
る数字の差は現在の特養の社会的ありようが如実に反映されている
ことの現われか。“特養は「ご家族のために」ではなく「ご本人のため
に」”の視点をもっと明確にせよとのお叱りの数値だろう。明るい希望
は「利用者個々に応じたケアへの取り組みができるようになってきた」
「自立支援の方向性がつかめてきた」「勉強する機会が多い」など職
員の前向きな声、多数。開設11年目を迎え、今後に、乞う、ご期待。

今年4月に入職した4人のフレッシャーズ。
3ヵ月が経過した今の感想をお聞きした。「毎

日ご利用者と“おはようございます”“また明

日”とご挨拶するのがとても楽しいです」（齋

藤）。「辛いことも確かに多いのですが“あり

がとう”の一言でがんばろうという気持ちに

させてもらえます」（長島）。「高校を卒業し

てすぐ入職しましたが、最近は任される仕事

も増えて、やりがいを感じています」（山田）。

「思っていたより、ずっと楽しいなあという気

持ちです。“ありがとう”といわれるのが、こ

んなに嬉しいとは」（松長）。４人とも思いの

ほか楽しく働いている様子。こんなはずじゃ

なかったと思うことは？　と水を向けても

「そんなことないです」と笑顔で答える。

介護の道を志した動機を尋ねると、やはり
全員が祖父母との関わりを挙げる。祖父母と

同居したり近所に暮らしていて、お年寄りと

話すことが大好きになったという体験は、介

護職を選んだ大きな動機になっているようだ

（松長・山田）。また、祖父母や曾祖母の介護

を見ていて何か援助したいという気持ちが大

きなきっかけになったとも話す（長島・齋藤）。

同期の４人で集まることはない？　と質問す
ると「未成年もいますから、お酒というわけ

にはいきませんよね？」という話に。18歳の

山田さんの「ちょっと気が重いです」とのきっ

ぱりした発言に、全員で大笑いになった。

飛鳥晴山苑の４階にあ

る「リハビリデイあすか」は、新年度よりトレー

ニングマシンが新しくなり、一見するとまるでトレ

ーニング・ジムのような雰囲気。新しいマシンで

は個人のトレーニング記録をカードで管理するシ

ステムです。そのトレーニングが「きつい」、また

は「楽だな」と感じると、次回は強度を

自動的に設定してくれるという

もの。これなら安心して、楽し

くトレーニングできそうです。

ご興味のある方は、ぜひ一度

見学に来てください。

　ヒトの体には、外の気温が変化しても体温を

約36～37℃に保つ機能が備わっています。寒い

ときには震えて熱をつくり出し、暑い時には汗を

出して熱を放出する、その調節を行っているのが

自律神経です。ところがこの自律神経の働きは、

加齢と共に不安定になりがちで、体温の微調整

がむずかしくなってしまいます。高齢者が、ちょっ

とした厚着や部屋の温度によって、身体に熱がこ

もり、微熱が出ることが多いのは、この自律神経

の乱れが原因なのです。

　さらに高齢になると、体内の水分量が減ってい

きます。そのため軽い脱水でも汗の出る量が減

り、身体に熱がこもってしまいます。高齢者が熱

中症になりやすいのは、この体温調節の衰えが、

大きな要因になっています。

　もしも、身体に熱がこもってしまったら、小さ

なペットボトルや保冷剤を薄いタオルで巻き、頭

と両脇を冷やす三点クーリングを行います。これ

により冷やされた血液が全身を巡り、効率よく

体温を下げることができます。夏本番、しっかり

水を飲み、体温調節に気をつけて、熱中症から身

を守りましょう。

まるで
トレーニング・ジム
みたい？
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開催予定！



● 詳しくは下記まで ●

飛鳥晴山苑高齢者あんしんセンター
☎03-3940-9175（月～土　午前9時～午後6時）

リハビリデイあすかは多い日には車5台を使って

利用者様を送迎します。車椅子に乗ったまま乗

車できるタイプや軽自動車など、車種はさまざ

ま。一番大きな車は8名の利用者様を乗せるこ

とができ、「この辺、昔はお店がたくさんあった

んだよ」「ここのお店美味しいわよ」など、車内

はとても賑わっています。ルートは変更となるこ

ともありますが、「近くにこんな店があるなんて

知らなかった」といった新しい発見もあるよう

で、良い刺激になるよ！と話して下さる方もいら

っしゃいました。リハビリデイあすかは運動に特

化した半日型のデイサービスです。同建物内に

は入浴、食事などが行なえる一日型、さらに手厚

い介護を要する方達向けのデイサービスもご用

意しております。

私たちの取り組みの一つに、チーム活動があり

ます。各チームが年度目標を掲げ活動しています。

褥瘡チームは、ステーション内の褥瘡有病率・

発生率の低下を目指し、集計、タイムリーな褥瘡

カンファレンスの開催、運営を、呼吸ケアチーム

は、包括的呼吸リハビテーションのリーダーとし

て、呼吸ケア全体のサポートを、認知症ケアチー

ムは、9月からのミニ勉強会へ向け、学習内容の

検討、学習方略等を作成中です。

エンド オブ ライフ ケアチームは、看取りのリー

フレット作りを目標に立てました。

スタッフそれぞれが関心のあるチームに入り、デ

ィスカッションしながら学び合い、モチベーショ

ンの維持とステーションの質の担保につながっ

ています。

http://www.asuka-seizanen.com/ホームページもご覧ください

［あすか通信］

ブログ「あすか晴れ晴れだより」も併せてどうぞ http://askaseizanen.blogspot.jp/あすか晴れ晴れだより

飛鳥晴山苑は、6つの部署でみなさまをサポート。
各部署からのお知らせを、写真とコメントでご紹介します。

あっという間に春が過ぎ、本格的な夏がや

ってきました。隣接する公園の桜も気が

つけば桃色から深緑の葉に変わっていま

す。この季節、昼夜の温度差により体調

を崩される方も多いのではないでしょう

か？ 熱帯夜での寝不足や暑さからの食欲不

振なども、免疫力低下につながるので、しっかり

食べてしっかり寝ましょう!!　また、高齢になる

と喉の渇きを感じづらくなり、筋肉量の低下に

より体内に水分を蓄積できる量が減ってしまい

ます。脱水症の予防のためにも、こまめな水分

補給を心がけてください。まだまだ暑い日が続き

ますが、夏バテや夏風邪に負けずに、夏を楽し

みましょう！

ご利用者のみな様の多くは、病院（科）にかから

れて、さまざまな薬を飲まれています。しかし、正

しく飲んでいるのに下剤が効かなかったり（飲

み合わせの問題）、管理が複雑すぎて飲み忘れ

てしまったり、もう飲まなくてよい薬を飲んでし

まったりなどのケースもあります。

そんな時、ケアマネージャーから、訪問看護や訪

問薬剤師に管理してもらうよう依頼しますが、そ

れ以前に、ご本人やご家族が一冊の「お薬手帳」

を正確に管理できていれば、ヘルパーさんやデイ

サービスでも確認でき、連携もとりやすくなりま

す。別居されているご家族がご本人に会われると

きは、「お薬手帳」の現状を確認していただける

と、サービス計画に役立ちます。ご協力をお願い

いたします。

写真は、５月に行われた「ホット

ケーキ作り」と「誕生日会」のご

様子です。今年のおやつクッキ

ングは「ホットケーキの日」とし、

季節に沿った味付け・盛り合わせ

を、職員とご利用者様がいっしょに

なり楽しんでいただく予定です。また、シ

ョートステイでは「レクリエーション週間予定

表」に基づき、ご利用者様にいろいろな内容で

楽しんでいただけるよう、曜日ごとに実施するレ

クリエーションを変えていきます。日々どのよう

にご利用者様に楽しんで過ごしていただけるか

を、職員一丸となって考え、取り組んでいます。

ボランティアの方も随時募集しておりますので、

ご興味ある方はご一報よろしくお願い致します。

特養・便り・ ショートステイ・便り・ デイサービス・便り・

ケアパートナー・便り・ 訪問看護・便り・ 高齢者あんしんセンター・便り・

ただいま、体操教室の参加者を募集しています。

●介護予防で元気はつらつサロン
（1回限定の体操教室）

  日 時：平成30年8月3日（金）14：00～15：30
  会 場：飛鳥晴山苑１階あすかホール
  利用料：無料

●おたっしゃ教室
  ①おたっしゃ筋力アップ体操教室

（90分×週1回）

  ②元気アップマシントレーニング教室
（90分×週2回）

  日 時：①②ともに平成30年10月より5ヶ月間
  会 場：飛鳥晴山苑　内
  利用料：①2000円  ②4000円


